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民
文
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会
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落
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し
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熱
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七
日
ま
で
の
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行
な
わ
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、
登
日
間
，
盛
大
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繋
 

行
事
は
三
日
 

落
 

『
の
記
念
式
典
に

一
は
じ
ま
り
、
四

一蕪
日
は
こ
と
し
は

撃
帯
」
ロ
愚
い
じ
め
て
の
虫
お

津
葺
）
、
じ
勲
ぐ
り
大
会
、
ひ

嚇
鱒
買
『
“】
霧

き
つ
づ
い
て
夏
 

鷲
護
逮
蹴
の
夜
空
を

彩
ど
 

る
花
火
大
会
、
 

五
日
か
ら
は
ネ
プ
タ
の
運
行
、
 

六
日
に
は
五
所
川
原
お
ど
り
等

多
く
の
催
し
も
の
が
あ
り
ま
す
 

和昭 39 年 7 月 15日 
一
 
一
 

政
 

市 （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

毎月5・巧・25日発行 第119号 一部2円 

発行所 五所川原市役所 印刷所 青森民友新聞社 

’、 

羅
 

ク
母
子

山
羊
ク
 

到
つ
ゆ
の
 

し
と
ど
な
原
に
 

母
と
き
〈
、
 

ま
ろ
び
た
わ
む
れ
 

草
を
は
み
 

い
つ
し
か
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夢
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風
の
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目
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五
所
川
原
夏
ま
つ
り
行
事
 

◆
三
 
日
 

市
制
施
行
十
周
年
記
念
・
市
 

①
 
民
文
化

会
館
落
成
記
念
式
典

（
 

午
前
十
時
、
市
民
文
化
会
館
）
 

交
通
安
全
大
パ
レ
ー
ド

（
午

前
九
時
三
十
分
、
市
内
）
 

市
内
学
校
音
楽
行
准
（
午
前

十
時
、
市
内
）
 

獅
子
舞
（
午
後

一
時
市
内
）
 

日
本
舞
踊
一
二
三
会
発
表
会
 

（
午後
一
時
市
民
文
化
会
館
）
 

農
村
慰
安
民
謡
手
踊
移
動
班
 

（
午
前九
時
飯
詰
、
中
川
、
三

好
、
松
島
、
小
曲
地
区
）
 

◆

日
 

虫
お
く
り
大
会

（
午
前
十
時

市
内
）
 

西
北
五
職
業
訓
練
所
実
技
競

技
大
会

（
午前
十
時
、
五
中
校

庭
）
 

棟
方
パ
レ
ー
研
究
所
、
高
橋

ト
ミ
ェ
門
下
生
ピ
ア
ノ
、
対
馬

類
子
門
下
生
琴
発
表
会

（
午
前

十
時
、
市
民
文
化
会
館
）
 

花
火
大
会

（
午
後
七
時
三
十

分
岩
木
川
岸
）
 

◆

日
 

西
北
五
学
校
野
外
演
奏
会

（
 

午
前
九
時
市
内
ー
五
中
校
庭
）
 

登
山
ば
や
し
 
（
午
前
十
一
時

永
福
神
社
）
 

大
型
農
用
機
械
パ
レ
ー
ド

（
 

午
後

一
時
、
市
内
）
 

ネ
プ
タ
運
行
（
午
後
八
時
，
 

市
内
）
 

農
村
慰
安
民
謡
手
踊
移
動
班
 

（
午前
九
時
、
栄
、
長
橋
、
七

和
、
梅
田
地
区
）
 ◆

日
 

五
所
川
原
お
ど
り

（
午
前
九

時
市
内
ー
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

山
羊
共
進
会
（
午
前
九
時
、
 

永
福
神
社
）
 

ネ
プ
タ
運
行

（
午
後
八
時
、
 

市
内
）
 

◆

日
 

西
北
五
中
学
片
、
高
校
招
待

相
撲
大
会
（
午
前
九
時
、
五
農

相
撲
場
）
 

ネ
プ
タ
運
行
、
午
前
十
時
、
 

市
内
）
 

福
井
富
士
子
パ
レ
ー
研
究
所

ク
ラ
ラ
会
ビ
ァ
ノ
発
表
会
 
（
午
 
 

前
十
時
、
市
民
文
化
会
館
）
 

福
井
富
士
子
パ
レ
研
究
所
、
 

五
酢4
1川
原
合
唱
団
発
表
会

（午

後
六
時
、
市
民
文
化
会
館
）
 

◆
会
期
中
 

津
軽
錦
石
展
示
会

（
九時

ー
 

四
時
、
カ
メ
ノ
ヤ
ホ
ー
ル
）
 

◆
九
 
日
 

宝
生
流
県
下
謡
曲
大
会
（
八
 

時
ー
ニ
時
、
市
民
文
化
会
館
）
 

遠
州
流
お
茶
の
会

（
午
前
十
 

時
、
市
民
文
化
会
館
）
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と き 7月 20 日 ～ 31 日 
ところ 市役所市民課住宅係 

申込用紙は窓口に準備しております
印鑑ご持参の上おいでください 

0くわしくは市民課住宅係へ 

続
々
と
全
員
加
入
 

国
民
年
金
各
部
落
で

好
調
 

（農業改良普及所） 

昭和 39 年 7 月 巧日 

農宴フ域才 (7月21日～31日） 

〇やさい…秋やさい種まきの準備をする・・・ 

①秋やさいの播種予定地には、とくに堆厩肥と土の

酸性を中和するための石灰類（消石灰でI Oa当り100k9 

内外） の施用を忘れないようにする0 

②白菜は、播種期と軟腐病の発生と密接な関係があ

るから充分注意する。一般に早まきは軟腐病が多いか

ら早中生種は8月10日頃、晩生種は8月5-6日頃に種ま

きをする0 

③大根は、練馬系は8月10頃、宮重系は8月15日頃に

播種する。宮重大根は熟期が早く 「ス」が入りやすい

から種まきは早過ぎないようにする。 

④ナス、 トマトの疫病、 うり類のペト病にはダイセ

ンか、マンネプダイセンまたは、オーソサイド400 倍

を5日～7日おき位に撤布する0 

〇稲作…穂ばらみ期の深水かんがいに万全を期し、 

幼穂の保護につとめる… 

① 7月10日現在の生育測定では平年なみの生育を示

しており、目下穂ばらみ期に入つているが、天候は予

報通り寒暖の差は激しく、さる9 日から11日までの最

低水温は五所川原で16度、飯詰では14度となつており

ます0 最低気温17度以下では障害が懸念されますので・

梅雨あけまでは天候の動きに注意して、低温の日は12 

m程度の深水とする。 

②葉いもち病はやや多発の予想であり、7 月末から 

8 月始めに蔓延最盛期となる見込みですから、早期発

見と早期防除の徹底につとめる0 

③ニカメイ虫も発蛾量はやや多目になるものと思わ

れるので、防除は出穂の10前と出穂始めから出穂期に

かけての 2回薬剤撤布を励行する。 

夏
休
み
の
こ
ど
も
の
指
導
 

健
康
の
保
持
に
注
意
 

す
で
に
小
曲
、
中
泉
、
両
部
 

市
 

落
が
、
全
員
加
入
を
実
現
し
て

新
記
録
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
 

市
保
険
課
の
よ
び
か
け
に
答
え

て
、
そ
の
後
、
各
部
落
で
の
全

員
加
入
運
動
が
非
常
に
高
ま
つ

て
お
り
ま
す
．
 

中
川
地
区
の
田
川
で
は
ー
ーハ
 
 

二
人
、
種
井
で
は
七
四
人
、
松

島
地
区
の
悪
戸
で
は
七
二
人
、
 

七
和
地
区
の
持
子
沢
で
は
二
一
一

〇
人
と
い
う
よ
う
に
、
国
民
年

金
の
資
格
者
全
員
が
、

一
人
残

ら
ず
加
入
し
、
大
き
な
反
響
を

よ
ん
で
お
り
ま
す
。
 

夏
休
み
は
、
期
間
が
長
い
一
」
 

と
と
暑
い
時
期
に
あ
た
る
の
で

学
習
に
も
、
健
康
に
も
あ
ま
り

よ
い
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
家
庭
で
は
他
の
休
暇
と
ち

が
つ
た
留
意
が
必
要
で
す
。
ま

ず
、
健
康
の
保
持
に
じ
ゆ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
、
こ
ど
も
の
年
令

や
平
素
の
体
力
を
考
え
て
で
き

る
だ
け
身
体
を
き
た
え
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
、
規
則
的
な

生
活
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
て

く
だ
さ
い
。
 

夏
休
み
は
自
主
的
な
学
習
活

動
を
す
る
の
に
は
ょ
い
機
会
で

す
が
、
 一
歩
あ
や
ま
る
と
悪
い

習
慣
が
つ
い
た
り
、
不
良
化
の

種
が
ま
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
指
導

を
行
な
う
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。
 

〇
学
習
に
つ
い
て
は
 

①
無
理
な
計
画
を
し
い
な
い

こ
と
、
し
か
し
、
計
画
し
た
こ

と
は
実
行
す
る
こ
と
 

②
朝
の
う
ち
一
定
時
間
ま
で

は
学
習
時
間
を
す
る
こ
と
、
そ

の
た
め
同
学
級
と
か
、
近
所
の

こ
ど
も
で
グ
ル
ー
プ
を
作
つ
て

学
習
す
る
と
か
、
こ
ど
も
会
の
 
 

活
動
と
適
切
に
連
携
す
る
こ
と

も

ー
つ
の
方
法
 

⑧
毎
日
通
学
し
て
い
る
と
き

に
は
で
き
な
い
よ
う
な
継
続
的

な
観
察
実
験
や
製
作
を
し
た
り

平
素
お
く
れ
て
い
る
科
目
の
勉

強
な
ど
を
行
な
い
、
学
習
に
対

す
る
自
信
を
も
つ
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
 

〇
健
康
に
つ
い
て
は
 

①
暴
飲
、
暴
食
や
寝
冷
え
に

注
意
す
る
こ
と
 

②
食
前
な
ど
の
手
洗
い
を
励

行
す
る
こ
と
 

③
学
校
医
か
ら
注
意
さ
れ
て

い
る
病
気
な
ど
は
、
で
き
る
だ

け
夏
休
み
中
に
治
療
す
る
こ
と

④
水
泳
、
登
山
な
ど
の
ほ
か

に
も
危
険
防
止
と
安
全
に
つ
ね

に
注
意
す
る
こ
と
 

⑥
一
人
一
人
の
健
康
状
態
と

能
力
に
応
じ
指
導
す
る
こ
と

〇
生
活
指
導
一
般
に
 

つ
い
て
は
 

、
 

①
自
分
の
行
為
に
責
任
を
も

た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
 

②
友
達
と
か
、
こ
ず
か
い
の

使
い
方
や
行
動
、
持
ち
物
に
も

た
え
ず
留
意
す
る
こ
と
 

③
こ
ど
も
会
な
ど
の
校
外
活

動
に
は
各
家
庭
も
協
力
し
よ
う
 

ス
 

ー
 
 ユ
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